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内部統制及びガバナンスの枠組みに関する取締役会決議  
 
当社取締役会は、会社法第 416 条第１項第１号ロ及びホに掲げる当社及び当社子会社（以下「ソニーグループ各社」といい、

当社と総称して「ソニーグループ」という。）の内部統制及びガバナンスの枠組みに関する事項につき、以下に述べる体制が

決議時点で有効に存在することを確認のうえ、かかる体制を継続的に評価し、適宜改善することを決議しました。  
 
１．監査委員会の職務の執行に関する事項  
 
（１）当社の監査委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項  
 
監査委員会の職務執行を補佐するため、取締役会の決議にもとづき、監査委員会を補佐する者を置く。この者は、監査委員の

指示のもと、自ら、あるいは、関連部門と連携して、監査の対象となる事項の調査・分析・報告を行うとともに、必要に応じ

て監査委員会を補佐して実査・往査を行う。  
 
（２）前号の取締役及び使用人の当社の執行役からの独立性に関する事項、ならびに当社の監査委員会の前

号の取締役及び使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項  
 
前号に定める監査委員会を補佐する者は当社の従業員であり、その選任及び解任につき監査委員会の同意を要する。また、こ

の者の業績評価は監査委員会がこれを行う。なお、この者は、監査委員会の監督に服し、ソニーグループの業務の執行に関わ

る役職を兼務しない。  
 
（３）当社の取締役（監査委員である取締役を除く。）、執行役及び会計参与ならびに使用人が当社の監査委

員会に報告をするための体制、及びソニーグループ各社の取締役、会計参与、監査役、執行役、業務
を執行する社員、会社法第 598 条第１項の職務を行うべき者その他これらの者に相当する者及び使用
人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査委員会に報告をするための体制  

 
監査委員会が選定した監査委員は、当社の他の取締役、執行役及び従業員に対してその職務執行に関する事項の報告を求める

権限を持ち、かつ、ソニーグループ各社に対して事業の報告を求め、その業務及び財産の状況を調査する権限を持つ。また、

監査委員会は、ソニーグループ各社の取締役、執行役及び従業員（以下「ソニーグループ各社の取締役等」という。）の監査

委員会への出席及び監査委員会の求める事項の説明を求める権限を持つ。  

さらに、監査委員会は、会計、財務報告に関する内部統制、監査に関する事項についての従業員からの苦情（会計及び監査に

関する事項についての秘密、匿名の意見表明を含む。）の受領、保存その他の取り扱いに関する手続を確立する権限と責任を

持ち、このために必要な事項を上級役員に指示する権限を持つ。  

これらの責任・権限を踏まえて、当社執行役及び従業員は、取締役会の決議にもとづき、以下に定めるものにつき定期的に、

かつ、自らの認識にもとづき、又は、必要に応じて関連するソニーグループ各社の取締役等から報告を受けたうえで、監査委

員会に報告する。なお、報告内容の詳細、頻度及び報告担当者は、監査委員会の定めるところに従う。  

 ●  ソニーグループの内部統制に関わる部門（内部監査・経理・財務・ IR・コンプライアンスその他）及びソニーグループ

各社の監査役・監査委員からの直接又は間接の活動報告概要  

 ●  ソニーグループの重要な会計方針・会計基準及びその変更（変更前に報告）  

 ●  当社の業績発表の内容及び重要開示書類の内容 

 ●  ソニーグループの内部通報制度の運用報告及び受領した通報内容の報告  

 ●  弁護士による米国証券関連法違反等の報告  

 ●  当社の会計監査人の監査パートナーの交代  

 ●  監査委員会が指定するソニーグループ各社における監査役・監査委員及びソニーグループの各地域・各ビジネス領域に

おける内部監査部門の責任者の選解任  

執行役は、ソニーグループに著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見したときは、自らの認識にもとづき、又は、必要に

応じて関連するソニーグループ各社の取締役等から報告を受けたうえで、直ちに当該事実を監査委員会に報告する。  

前記報告事項に加え、当社の CEO及びCFOは、自らの認識にもとづき、又は、必要に応じて関連するソニーグループ各社の

取締役等から報告を受けたうえで、米国証券関連法の定めに従い、以下の事項を監査委員会へ報告する。  

① 当社の財務情報を記録・処理・要約・報告する能力に悪影響を与える合理的可能性のある、財務報告にかかる内部統制

の設計及び運用における重要な問題点もしくは欠陥  

② 重大であるか否かを問わず、当社の財務報告にかかる内部統制において重要な役割を果たすマネジメントもしくは従業

員による不正行為  
 
（４）前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するため

の体制 
 
ソニーグループでは、全ての役員・従業員に対して、非倫理的な行為や法令・社内規則違反のおそれがあると気づいた場合、

その旨を速やかに報告することを求めており、このような懸念が速やかに報告され、またその報告が適切に処理されるよう、

通常の指揮命令系統から独立した内部通報制度を構築し、維持する。監査委員会への報告であるかどうかにかかわらず、当社

及びソニーグループ各社は、かかる情報をもとに誠実に通報を行った役員・従業員を、公正にまた丁重に取り扱い、かかる通

報者に対する一切の報復措置を許容せず、また、かかる 通報者の匿名性を可能な限り維持することに 努める。   
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（５）当社の監査委員の職務の執行（監査委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用
の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関す
る事項  

 
監査委員会は、監査委員会及び監査委員の職務の執行に関する活動計画及び費用計画を作成し、当社は、かかる活動計画及び

費用計画に従い、監査委員会及び監査委員が行った活動にともない発生した費用を負担する。これらの費用には、監査委員会

が必要に応じてその職務の遂行のために利用する外部コンサルタント、外部弁護士、もしくはその他の外部専門家の費用も含

まれる。  
 
（６）その他当社の監査委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制  
 
監査委員会は、ソニーグループの財務報告にかかる内部統制の有効性を評価するうえで、ソニーグループの内部統制に関わる

部門及びソニーグループ各社の監査役と連携する。監査委員会は、会計監査人の監査の相当性ならびに会計監査人の独立性及

び適格性につき評価するとともに、会計監査人の監査計画、報酬、非監査業務、及び監査パートナーの交代につき事前に確

認・承認する。また、財務及び会計に関する相当程度の知見を有している監査委員が随時会計監査人より会計に関する報告を

受ける。  

当社の内部監査部門の責任者の選任及び解任については、監査委員会の事前同意を要する。また、ソニーグループ各社の監査

役・監査委員、ソニーグループの各地域における内部監査部門の責任者及びソニーグループの各ビジネス領域における内部監

査部門の責任者の選任及び解任については、監査委員会の指定に従い、監査委員会の事前同意又は報告を要する。  
 
２．執行役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他当社の業務ならびにソ

ニーグループの業務の適正を確保するための体制  
 
（１）当社の執行役及び使用人ならびにソニーグループ各社の取締役等の職務の執行が法令及び定款に適合

することを確保するための体制  
 
当社の倫理・コンプライアンス統括部門は、ソニーグループ全体の倫理・コンプライアンス体制を整備し、倫理・コンプライ

アンス活動を横断的に推進する機能を有しており、当該部門の主導のもと、ソニーグループでは、グループ全体の倫理的な文

化と法令遵守の確保を目的とするグローバル・エシックス＆コンプライアンス・ネットワーク（以下「グローバル・コンプラ

イアンス・ネットワーク」という。）を構築している。  

グローバル・コンプライアンス・ネットワークにおいて、ソニーグループの各ビジネス領域の事業責任者（以下「事業責任

者」という。）は、それぞれの領域内のソニーグループ各社において、倫理的な文化を確立し、法令遵守を担保する責任を負

う。また、各ビジネス領域に設置されるエシックス＆コンプライアンスオフィサーは、自身のビジネス領域におけるソニーグ

ループ各社に対し、倫理的な文化を維持し、法令違反リスクを管理するために必要なプログラムその他の活動を実施する責任

を負う。これらの責任を果たすために、エシックス＆コンプライアンスオ フィサーは、自身のビジネス領域において、事業責

任者を支援するとともに、ソニーグループ各社を監督・支援し、指示を行う。  

かかる体制のもと、当社は、ソニーグループ全体で、企業倫理の重要性の継続的な周知徹底を行う。その一環として、「ソニ

ーグループ行動規範」その他の重要なソニーグループ共通の方針・規則を整備し、当社及びソニーグループ各社の役員・従業

員へ継続的に周知し、必要に応じて啓発活動や研修を行う。また、倫理や法令・社内規則違反に関する役員・従業員からの報

告や問題提起を求めるための通常の指揮命令系統から独立した内部通報制度を整備し、当社及びソニーグループ各社に導入す

る。なお、内部通報制度の運営状況については、担当の役員・従業員が定期的に監査委員会へ報告する。  

また、当社の倫理・コンプライアンス統括部門は、前記の活動に加え、グローバル・コンプライアンス・ネットワークを活用

し、以下の仕組みによるソニーグループ全体の倫理・コンプライアンス体制の維持等を通じて、倫理・コンプライアンス活動

を継続的に推進する。  

① 「決裁規程」（後記（２）を参照）及びその他の内部統制による、所定の範囲を超えた権限行使の抑止  

② 不正行為に関する当社への報告の義務化  

③ 倫理・コンプライアンスに関する事項の周知徹底、啓発、導入、報告についての当社の倫理・コンプライアンス統括部

門による監督の仕組み  

また、ソニーグループにとっての重要事項が、日本及び米国の証券関連法、米国証券取引委員会（ SEC）、当社が上場してい

る証券取引所の規則等に則って適時に開示されることを確保する仕組みとして、当社は「会社情報の適時開示に関する統制と

手続き（ Disclosure Controls and Procedures ）」を構築・維持する。この仕組みの整備・運用・評価・維持に関し、当社の

CEO及びCFOを補佐する機関として、社内の関連部門の責任者により構成される「ディスクロージャーコミッティ」を設置

する。適時かつ適切な開示を確保するため、ディスクロージャーコミッティは、「決裁規程」（後記（２）を参照）及び社内規

則である「重要事項開示に関する報告要請」等にもとづき、ソニーグループの主要なビジネスユニット、子会社、関連会社、

社内部署から付議／報告された事項について、ソニーグループ全体にとっての重要性を評価したうえで、前記の法令・証券取

引所の規則及びソニーグループ の内部基準等に照らし、 開示の必要性を検討し、 CEO及びCFOへ報告する。   
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（２）当社の執行役及びソニーグループ各社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するた
めの体制 

 
当社の取締役会は、ソニーグループの企業価値向上をめざした経営を推進することを目的として、法令、定款及び取締役会規

定に定める事項を決議し、ソニーグループの業務の執行を監督する。また、その一環として、執行役を含む上級役員の職務分

掌を定め、各上級役員が責任を持って担当する領域を明確にしたうえで、業務執行の決定権限を上級役員に委任する。各上級

役員は、自己の担当領域に関する業務目標の達成を通じてソニーグループ全体としての経営目標の達成に努め、委任された権

限にもとづき、ソニーグループにとって最善の利益をもたらすと合理的 に判断する内容の意思決定を行う。各上級役員の業務

執行にあたって、各々の職務を遂行するに際して自らと指揮命令関係にない他の上級役員の担当領域に影響を及ぼす場合に

は、当該上級役員と協議のうえ、ソニーグループにとって最適な選択肢を追求することを原則とし、必要に応じて、双方の領

域を管轄又は担当する上位の上級役員の決定を仰ぐ。  

また、各上級役員は、「ソニーグループ株式会社決裁規程」の定めるところにもとづき、下位の役員に、自らの職務の一部を

委譲する権限を持つ。また、かかる体制のもと、ソニーグループにとっての重要案件が、ソニーグループ各社から漏れなく当

社のマネジメントへ上程され、適切な機関によって意思決定されることを確保するため、当社は、ソニーグループ各社が事前

に当社のマネジメントの承認を要する事項及びソニーグループ各社から当該者への報告を求める事項等を明文化した「ソニー

グループ決裁規程」を定め、ソニーグループ内に周知徹底する（ただし 、上場会社や第三者との合弁会社の一部等は除く。）。

また、当社においても、取締役会、 CEOその他の上級役員、又は上級役員から権限委譲を受けた者の事前の承認を要する事

項等を明文化し、「ソニーグループ株式会社決裁規程」（ソニーグループ決裁規程と併せて「決裁規程」という。）として定

め、社内に周知徹底する。決裁規程により決定権限を委譲された者は、案件の目的、実施方法、費用、効果、リスク等に関す

る十分な情報を入手のうえ、これらを評価し、ソニーグループにとって最善の利益をもたらすと合理的に判断する内容の意思

決定を行う。  
 
（３）当社及びソニーグループ各社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制  
 
ソニーグループの各ビジネスユニット、子会社、関連会社、社内部署は、それぞれの担当領域において、定期的にリスクを検

討・評価し、損失のリスクの管理のため必要な体制（リスクの発見・情報伝達・評価・対応の仕組み等）の整備・運用を行

う。これに加え、当社の執行役を含む上級役員は、ソニーグループにおける自己の担当領域において、ソニーグループに損失

を与えうるリスクの管理のために必要な体制（ソニーグループの各ビジネスユニット、子会社、関連会社又は社内部署から必

要に応じてビジネスリスクの検討・評価結果の報告を受ける体制を含む。 ）を構築・維持する権限と責任を有する。その中

で、本社機能を担当する執行役は、ソニーグループにおける自己の担当領域に関して、ソニーグループ全体のリスク評価・管

理を行う権限と責任を有する。また、これらの実施を確保するために必要なソニーグループ内の体制を構築・維持する権限と

責任を有する。グループリスク管理を担当する執行役は、前記各担当における体制の構築・維持を総合的に推進し、管理す

る。  
 
（４）ソニーグループ各社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制  
 
ソニーグループ各社の財務状況について、当社の社内規則により当社への定期的な報告（直接又は間接）を義務付けるととも

に、前記（２）のとおり、当社は、ソニーグループ各社が事前に当社のマネジメントの承認を要する事項及びソニーグループ

各社から当該者への報告を求める事項等を明文化したソニーグループ決裁規程を定め、ソニーグループ内に周知徹底する（た

だし、上場会社や第三者との合弁会社の一部は除く。）。さらに、前記（１）のとおり、社内規則である「重要事項開示に関す

る報告要請」等により、ソニーグループの主要なビジネスユニット、 子会社、関連会社、社内部署からソニーグループ全体に

とって重要と思われる情報について報告を受ける体制を構築する。  
 
（５）当社の執行役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制  
 
当社及びソニーグループ各社は、その職務の遂行にかかる文書その他の情報につき、法令及び当社の社内規則に従い適切に保

存及び管理を行う。以下の文書については、少なくとも 10年間保存する。  

 ① 執行役を含む上級役員による決裁  

 ② 上級役員より権限を委譲された従業員による決裁  

 ③ CEO、 CFOの職務執行を直接補佐する会議体の記録  

 

 

決議日： 202 6年５月 ８ 日 


